
山口県がん化学療法指導者養成研修会

「もう一度見直そう!!がん化学療法のチーム医療」開催報告

山口大学医学部附属病院

腫瘍センター事務局

原田幸恵

平成２８年６月２５日（土）に山口大学医学部附属病院主催山口県がん化学

療法指導者養成研修会がＡＮＡクラウンプラザホテル宇部で開催されました。

「がん対策基本法」および「がん対策推進基本計画」に基づき企画された研修

会で、山口県の各地域におけるがん化学療法の医療レベルのさらなる向上を図

るために、各地域の指導的立場にある医療人を対象として企画された指導者養

成研修会を実施しております。

当院の吉野茂文腫瘍センター副センター長の開会の挨拶に始まり、医師、薬

剤師、看護師、MSWのそれぞれの立場からの講義、職種別・施設別のグループ
ワークが行われました。初めに各施設からは、現状と課題の報告がありました。

講義は、まず「レジメン審査・登録について」「レジメン、医療費及び、高額医

療の説明、同意書の取り方、化学療法室の適正な予約について」本院の吉野医

師より説明がありました。さらには、「抗がん剤の曝露対策について」本院の植

松薬剤師より、また、「副作用の対策、緊急時の対応、コードブルーの整備につ

いて」沖村看護師より講義があり、最後に「高額療養費や介護保険などの制度

の案内、就労支援について」沼ソーシャルワーカーより分かりやすく説明があ

りました。

職種別のグループワークでは、各施設の問題点を抽出しあい情報共有した後

で、各施設の改善すべき課題に対して解決策を考えて、最後に発表していただ

きました。研修会全体を通じて様々な意見や質問が活発に出され、参加者の真

剣さや意欲の高さを感じることができました。

参加者からは「他施設の現状と当院の現状に対する差がよく分かった。改善

点も話しあえたので、目標ができ充実した１日となった。この目標に前向きに

頑張っていきたい」「研修の目的が明確で、各講義のスライドが分かりやすく理

解しやすかった」「化学療法のチームとして、レジメンの取り扱いなど詳しく知

ることができたのは大きな収穫だった」など多くの意見が寄せられ、有意義な

研修会となり無事終了することが出来ました。
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